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度を利用して日本に留学し、日本語を習得し（2010年 10月～ 2011年 9月）、
次に山東大学修士課程を卒業後、日本に戻って修士課程をもう一度履修し、研
究の基礎をしっかり身につけ（2012年 4月～ 2014年 3月）、そして日本で博
士課程に進学して研究を深める（2014年 4月～ 2017年 3月）という三段階に
分けて実行することにしたのである。
2. 東アジア比較文学研究の現状
計画通りに私は 2010年 10月に来日することができ、神戸大学において交換
留学・修士課程・博士課程を経て現在に至っている。私の指導教授は朴鍾祐先
生で 3、身近な力強い助言者である。
来日後、日中韓という視座から考察する東アジアの比較文学は、時代の趨勢
に合致し、将来性のある研究領域であると確信するようになったが、研究の現
状については以下のような問題点を感じ、発展の余地が大きいと考えた。
第一に、「東アジア文学」をキーワードとする会議・論文・図書の内容を
見ると、その多くが二国間（日中・日韓・中韓）の文学関係だけを扱っており、
第三国については完全に言及されていないことがわかった。第三国の欠けた「東
アジア文学」の研究が、本当の意味での「東アジア文学」研究と言えるのかと
いう疑問が持たれる。
第二に、三か国各自の文学論の組み合わせを「東アジア文学研究」とする点
である。例えば、多数の研究者によって執筆された各国の文学論を集め、「東ア
ジア○○○」のように書名を付けて出版した論文集・編著・共著があるが、こ
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のような研究は各国文学を、日中韓を含む東アジア全体の視野に入れて議論す
る意識を示してはいるものの、三か国文学の相互関係、各自の特徴の深層の比
較、「東アジア的」なものへの帰納など、三か国の文学を包括的に理解する論
点が不足し、「東アジア文学研究」としての質が問われるものと思われる。
第三に、東アジアの比較文学は質量ともに古代に偏っていることである。こ
れは、漢字文化の歴史的背景が強く働いているからだと考えられる。古代の日
中韓は漢文学の伝統を共有し、共同の文字と文体が比較研究に便利である。し
かし、東アジアの近代・現代比較文学研究のうち三か国の視点を持つものは残
念ながら多くはない。それは三か国の視点を持つ意識の不足が一因ではあるが、
近代以降、日中韓それぞれの言文一致運動の展開と民族語（白話文・簡体字・
ハングルなど）の確立に伴い、漢文が共通言語ではなくなり、日本語・中国語・
韓国語にそれぞれ通じなければ、三か国視点からの比較研究が難しくなったた
めであると考えられる。　
それで、私は東アジア比較文学の研究範囲を、転換期としての「近代」（あ
るいは「近代初期」）の日中韓文学に狭めることにした。東アジア文学において、
近代初期・近代転換期とは、19世紀末から 20世紀初め、外来文学を受容しな
がら伝統文学から近代文学へ転形・移行した時期を意味する。日本にとっては
明治時代の中後期、中国にとっては清朝末期から民国初期、韓国にとっては旧
韓末期から日帝初期である。しかし、日本の学界において、明治文学の比較研
究は、主に西洋から受けた影響に焦点を当てており、中韓に与えた影響につい
ては比較的粗略に扱われているため、明治文学を日中韓の全体に入れて考察す
る必要があると思ったのである。　
3. 進行中の博士論文の研究
現在、私は「日中韓近代初期文学の関連様相研究―明治小説の伝播と受容を
中心に」を博士論文のテーマと決め、次のような構想に従って執筆を進めている。
近代初期における日中韓三か国の文学的つながりは非常に密接であった。
1890年代後半から 1910年代後半に至るまでの 20年余りの間、明治日本で発
表された小説作品は、中国語と韓国語に大量に翻訳（翻案）され、中韓両国
によって広範に受容されていた。この期間における東アジアの文学伝達の経路
は、中国から徐々に韓国と日本に伝播した古代と違い、日本で発表されたもの
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がすぐに中国と韓国へ伝わったという特徴がある。明治小説の伝来は、当時の
中韓両国の文学の新旧交代に重要な役割を果たしただけではなく、両国の社会
にも大きな影響を与えた。この時期の日中韓文学の関連性を把握するため、二
国視点からの既存研究の不足を克服し、日中韓の視座から、明治小説の伝播・
受容の状況を体系的に研究しなければならない。
では、一体どれほどの、どのような明治小説が中韓両国に受容されたのか、
その受容において中国と韓国は独自にどのような特徴があり、どのような共通
点と相違点があったのか、なぜそのような相違を示したのか。これらの問題を
究明するために、論文では二部に分けて論述を展開しようと考えている。
第一部は「巨視的データ論—作品全般から見る明治小説の伝播」である。全
般的に明治小説の伝播状況を把握・分析するために、中韓両国に伝わった明
治小説の日本原作、中韓の翻訳（翻案）本の題目、発表日、ジャンル、翻訳
経路、作者・訳者、掲載誌・出版社、出版地、出版（重版）状況、原文保存
状況などの基本情報を調査し、「近代初期日本小説の中文訳・韓文訳総目録
（1895–1919）」を作成し、統計的処理によって中韓両国における明治小説受容
の特徴を読み取る予定である。（現在まで、合計 405点の明治小説の日本原作、
中韓訳本の情報の集積がある。）
第二部は「微視的ケース論—個別作品のケースから見る明治小説の受容」で
ある。具体的な作品を通して検討するために、『不如帰』の中韓両国における
それぞれの受容（中←日→韓）、『鉄世界』の中国経由の韓国受容（日→中→韓）、
『佳人の奇遇』の中国での受容と韓国の不受容（日→中）、『金色夜叉』の韓国
での受容と中国の不受容（日→韓）をそれぞれ分析する（矢印は伝播の方向を
示す）。　
そして、明治小説の伝播と受容を中心に展開された日中韓の近代初期文学に
関するデータ論とケース論を総括し、三か国の近代初期文学の関連性・共通性・
異質性を結論づけたいと考えている。
4. おわりに
来日して以来 5年、私はいつも意識的に日中韓の文学視座から文献を読み、
問題意識を持ち、論文を書き、研究生活を楽しんできた。こういう視野からの
研究にふさわしい能力をさらに身につける必要性を痛感している。将来、三か
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国の言語に精通して東アジア文学を研究し、「日中韓文学を包括的に理解する
研究者」になることを目標にしたいと考えている。
